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1．は じ め に

　 本資料 は厚生省が 食品 添加物 の 安 全性再評価 の
一

環 と

して 昭和 54 年度よ り毎年，既 存の 食 品 添加物を対象に ，

変異原性試験 を行 っ た結 果 の 結 論部分を表 に まと め た も

の で あ る．試験 は指定添 加 物お よ び そ の 他の 添 加 物 につ

い て 実 施 さtL，　一部 は既 に 報告書 と して 公 表 され て い る．

　 しか し何 分 に もデ
ー

タ の 数が 多 く， 個々 の 物質 の 試験

結果 の 検索や未実施 の 品 R の 検索 な ど調査するに は 困難

を伴 う．試験結果の 結論 や 未検討の 品目の 検索 に は これ

ら報告書 の データ をデータベ ー
ス 化す る こ とが有 用 で あ

る．日本食品 添 加物 協会は 昭 和 60 年 に 日本菓 子 BB 協 会

の 協力を得 て 昭 和 54 年度か ら昭 和 58年 度 迄 の 試験 に つ

い て 整 理 し，そ の 後 日本食 品添 加 物協会 に よ っ て その 後

の デ
ータ を ま とめ平 成 2 年 に 要約 集 を作成 した が ，そ の

後 の 整 理 は行われて い なか っ た．今回の ま とめ は 前報で

は収載 されて い なか っ た 平成 3 年度以降の 試験結果 も含

め て デ
ー

タ を集大成 した もの で ，簡潔な表 に よ り結 果 が

一
覧出来 る．

　試 験 は 厚生 省生 活 衛生 局食品化学課が 国立医薬品 食品

衛生 研究所 に 委託 し， 国立 医薬品食品衛生 研究所が
一

部

の 試験 を秋 田 大学医学部，名古屋市衛生 研究所 食品 部，
残留農薬研 究 所毒性第二 部，神奈川 県衛 生 研 究所 食 品 薬

品 部，食 品 農医薬品安全性評価 セ ン ター，横浜 市衛 生 研

究所，大 阪市環境科学研 究 所，茨 城 県 衛生 研究所 に 再委

託 す る 形 で 行 わ れ た．試 験 検体 は 日 本食品 添加物協会が

協会会員会社 を 中心 に 協力を得 て 入 手し提供 した もの で

あ る．変 異 原 性 デ ータ は昭和 54年度報告 分 か ら平成 10

年度 まで の 報告書 に お ける結果 に基づ い て い る （昭和 54

年度 分 報告書 に は昭和 48年 か ら同 53年 の 問 に 厚生 省 が

ん 研究班試験 と して 実 施 され た 若 干の 変 異 原 i生試験 も記

され て い る）．また，平 成 3 年度以 降 に 関 して は個別 の 報

告書 と して は公 表 され て い ない が ，食品 化 学課に提 出さ

れ た最終報告書 よ りデ ータ を抽 出 した．また，東京都立

衛生研究所年報 （1986年度以 降）に 発表 さ れ た デ
ー

タ も

本デ
ー

タベ ース に 収 載 した．食品 添加物 と して は 当初 化

学的合成 品 の 指定食品 添加物 を中心 に 行 わ れ，主 な指 定

食 品添 加 物の 試験 が 終 了す る と 共 に
，

い わ ゆ る天然添加

物 が 試 験 対象 に な り現 在 は 専 ら天 然 添加 物 で 試験が 行わ

れ て い る．

　現 在，変異 原性 試 験 法 は ， 試験管内試験 （in　vitro）で あ

る ， 細 菌 を用 い る復帰突然変異試験 （サ ル モ ネラ 菌，大 腸

菌，遺 伝 子 突然変異試験，
“
Ames 試 験

”
）， チ ャ イ ニ ーズ ・

ハ ム ス タ
ー
培養細胞を用 い る染色 体 異 常 試 験 （

“
染色体異

常試験
”
），お よび 生 体 内試 験 （in　vivo ）で あ るマ ウ ス 骨髄

細胞 の 小 核試験 （
“
小 核試 験

”
）が 行わ れ て い る．そ の 他，

枯草菌 を用 い る DNA 修復 試験 （賀田法，　 DNA 損傷試

験 ，

“Rec−assay 法
”
）や in　 vitro 小核試験が 行われ る場合

が あ る．

　本資料 で は 試験 の 結果を出来 るだ け 単純 に 示 す こ と を

意 図 した．実際 に 行 わ れ た試 験 は 試験 方 法，結 果 の 判定

基準 ・表記 法 に お い て報告書や 試験実施機関間 お よび 経

時的 に 若 干の 違 い が 見 られるた め，一
連 の 試験を統括す

る国立 医薬品食品衛生研究所の 変異遺伝部 が 中心 とな り

データ 集化の 為 の 統
一

的な作成基準 を定 め，こ の 基準 に

従 っ て 供試検体別 に 原則 と して プ ラ ス （陽性）ま た は マ イ

ナ ス （陰 性）の 記 号 で 結 果 を 記 した．こ の 基準お よび 表 の

説 明 は，次 の 「デ ータ 集作成 基準お よび 要領」 を参照 さ

れ た い 。

食品添加物の 変異 原性試 験 デ
ー

タ シ
ー

トの

　　　　 作成 基 準及 び 要領

（ll） 対象報文

　 厚生 省
・
食晶化 学 課に よ る食占占添加物 （天然添加物 を含む ）の

　 安 全性 再 評 価計画 に 基づ き，厚生 省科 学研 究 費に よ り実 施 さ

　 れ た変異原性 試験 及 び 東 京都 立 衛生 研 究 所 に おい て 実施 さ

　 れ．同研 究所 の 研 究 年 表 （1986年 以降 ）に 公表 され た 変異原性

　 試験 報告 書 をデ
ー

タシ
ー

ト作成 の 対 象報 文 とす る．（添付 資料

　 　 リス ト参 照．）
  　「変 異原性 試験 」の 欄

受 付 ：／999年 8 月 18 日 　受 理 ：1999年 8 月 27 日

◎ ir本環境変異 原学 会
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1 ）Ames 試 験 ：試験 菌 株及 び S・9　mix 添 加区分 を問わず，
．
ド

記 の 基 準に よ り試験 結 果 を整 理 し表記 す る．5000μ g ／ml 以

上 まで試験 し た デ
ー

タ もあ るが ，今回 は 5000 μg／plate まで

の 結果 につ い て 評 価 し ，判 定 を下 した．

報 文の判 定結果 → 　 デ ータ シ
ー

トの 結果 表 記

　 　　　 ＋ （陽性 〉

［対照の 2 倍 以．E．の コ ロ ニ
ー

が

出 現 し，且つ 用 量依存性 あ り．］

　 　 　 　 ± （疑 陽 性 ）

［対 照 の 1．5倍以 上 2 倍未満 の

コ ロ ニ ー
が 出現 し，且つ 用 量依

存 性 あ り．］

一（陰 性）

［対 照 の 1．5倍 未満 の コ ロ ＝ 一
が 出 現 し，又 は 用 量 依 存性 な

し．］
　 　　　 　 （一）

［陰性 の 中，最大被 験量で 抗 菌性

な し，］

　 　 　 　 　 　 十

［対 照 の 2倍 以 上 の コ ロ ニ ー
が

出現 し，且 つ 用 量 依存性 あ り．］

［対照 の 2 倍 未満 の コ ロ ニ ー
が

出現 し，又 は 用量依 存が な い か，
最 大被 験 量 で も抗菌性 な し．］

2 ）染 色体 異 常試 験 ：検 体 最 高 濃度，S−9　 mix 添加 区分 （昭 和

61 年以降は 直接法 に 加 えて S・9mix 法 も併用 ）を問わ ず，下

記 の 基準 に よ り試験結果 を整 理 し表 記す る，
　　報 文の 判 定 結果 　　　→　 デ

ー
タ シ

ートの 結果表記

　　　 　 ＋ （陽性）

［異 常細胞 （主に構 造，又 は 倍数

体）の 出現 頻度 が 10％ 以上 ］

　 　　　十
w
（野母陽

’
性）

［陽性 で ある が ，用量依存i生不明 ］

　　 　　 ± （疑 陽性）

［異 常細 胞 の 出現 頻度 が 5 ％以

上 10％未満］

　　　　 一（陰性〉

［異常細胞 の 出現頻度が 5 ％未満］

構 造 異 常 倍 数 体 が 共 に 陽性 （疑

陽性 を含 めず ）の 場 合 （主 に ，昭

和 59 年以 前の 報 文 に っ い て）

構造異 常 は陰性 で，倍 数体 が 陽

性 （疑陽性 を含め ず）の 場合 （主

に ，昭和 59年以前の 報文につ い

て ）

　 　 　 　 　 　 十

［異 常細胞 の 出現頻 度が 10 ％

以上 ］

［異 常細 胞 の 出現 頻 度が 10％未

満］

　　　 　　　十
P

［構造異 常，倍数体共 に 陽性 で あ

　　　 　　 る．］

　 　 　 　 　 　 ＿P

［構造 異 常は 陰性，倍数体 は陽性

で あ る．］

3） 小 核試験 ：マ ウ ス 系統 投 ケ経 路 を問 わず，下 記 の 基準に

　よ り試験 結 果 を整 理 し表記 す る．
　　 報 文 の 判 定 結 果 　　 　 →　 デ

ー
タベ

ー
ス の 結果表 記

　 　　　 ＋ （陽性）

［PCE （多 染性 赤 血 球）1．000 個

中の 小 核細 胞 （MNPCE ）の 出現

率が対 照 に比 し有 意 に増 加．（且

つ 用量 依存性あ り，）］

　　　　
一

（陰性）

［PCE （多染性 赤 血 球）1．000個

中の 小核細 胞 （MNPCE ）の 出現

率 に対 照 との 有意差な し．

　 十

［同左］

［同左 三
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4）Rec−assay 法 ：S−9　mix の 添加 区分 を 問わ ず，下 記 の 基 準

に よ り試験 結 果 を整 理 し表記 す る．

報文の 判定結果

（プ レ
ート拡散法）

→　 デ
ー

タ シ
ー

トの 結 果 表記

　 　　　 十 （陽性）

［阻止 帯 差 4mm 以 上，又 は 阻

止 帯 比 1．2以．ヒで且 つ 阻 止 帯差

2mm 以上 ］

　　　 　＋
、V
（弱陽性）

［阻 止 帯 差 が 2mm 以 上 で 4

mm 未満］

　　 　　
．
± （疑陽性 ）

［阻 止 帯比 1，2以 上 で，且 つ 阻 止

帯華 1mm 以 h2mm 未満 ］

　 　 　 　
一

（陰性 ）

［阻 止 帯 比 1．2 以上 で 且 つ 阻 止

帯 差 Imm 未満，乂 は 阻止 帯比

1．2未 満，及 び 阻 止 帯差 2mm

未 満 ］

　 　 （一〉（未確認 陰 性 ）

［両菌株共 に 生 育阻害な し．］

　 　 　 　 十

［阻止 帯差 が 2mm 以 上 ］

［阻止 帯差 が 2mm 未満］

　 　 　 　 　 （
一

）

［未 確 認 陰性 で 抗 菌性 な し．1

報文の 判定結果 （液体法）　 →デ
ー

タシ
ー

トの 結果表記 へ の 付記

　　　 　 ＋ （陽性 ）

［阻止 帯 比 が 2 段階以上 ］

　　　 　＋
w
（弱陽性）

［阻 止 帯比が 1段階以上 ］

　 　 　 　
一

（陰性 ）

［阻止帯比が 1 段階 以 下 ］ ｝

　 　 　 　 一＊

［液 体 法 で は 陽性 で あ る．］

［液体法で も陰性で あ る．］

（3） 「備考」 の 欄

　被 験物質の 性状 あ るい は別 名，Rec・assay の 結 果，　in　vitro 小核

　　試験の 結果等，必 要 に応 じて 追加 情報 を記 入す る．

食品 添加物の 法的区分 に 従 い 以
．．
ド4 種類 の 表 を作成 し

た ：

　表 1

　
．
表 2

　 表 3

　 表 4

指定添 加 物

既存添加物 （天然添 加 物）

天 然香料

一般飲 食物添 加物

　なお，指定添加 物 （表 1）の 番号 は現 行の もの と現在検

討中の （平成 11年 12月 21 日食 品衛生 調査会毒性 ・添加

物合同部会資料 2 ）食品衛生 法施行規則 ， 表 2の 番 号 を併

記，また ， 既存添加物 （表 2 ）の 番号 は既存添 加物名簿（平

成 8 年厚生 省告示 第 120 号）の 番号を用 い た．ま た，指定

添 加 物の 名 称 は上 記 別 表 2 の 名称 を，既 存添加物の 名称

は上 記，既存添加 物 名簿 収 載 の 名 称 を ， また，天 然香料

基原物質お よび
一

般飲食物添加物 （
一

般 に 食 品 と して 飲

食 に供 され て い る物 で あ っ て 添加物 と して 使用 され る品

目リス ト）は，「食 品 衛 生 法 に基づ く添加物 の 表示等 につ

い て 」（平成 8 年 5 月 23 日厚 生 省 生 活衛生局長通知，衛

化第 56 号 ；
一

部改正 　平 成 10年 12月 3 日　生衛発第
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表 1 指 定添 加物

食品 添加 物 変異原 性試 験新番

号 No
名称 用 途 Ames試験

染色 体
異 常試 験

小核 試験
備考

11 ，2 亜鉛 塩類（硫酸亜 鉛） 強化 剤 ＿19）

22 亜 塩 素酸ナ トリウム 漂 白 剤 ほ か ＋
2｝
，−

18）
十

2）
十

11）

33 アジピン 酸 酸味 料 ＿zI ）

44 亜硝 酸ナトリウ厶 発色 剤 ＋
1）

厂

22 ）
十

り ＿1T〕

55L 一
アスコ ル ビン 酸 酸化 防止剤ほ か ＿1「16》 ＿1）

66L 一
ア スコ ル ビン酸ス テアリン 酸 エ ス テル 酸化 防止剤ほ か

　 4．22）一 ＿4）

77L 一
ア ス コ ル ビン酸ナ トリウム 酸化 防止 剤 ほ か 十

2D

87 ．2L 一
アス コ ル ビン 酸 パ ル ミチ ン 酸エ ス テ ル 酸化 防止 剤 ほ か ＿23 ）

98L 一
ア スパ ラギン 酸ナ トリウ厶 調味 料 ほか 　 3，23 ）一 ＿3 ）

109 ア ス パ ル テーム 甘味料 ＿22）

削除 10 ア セ チ ル リシ ノ
ー

ル 酸メチル ガムベ ー
ス ＿2「25 ｝ ＿2）

1111 ア セ ト酢 酸エ チ ル 香料 　 3「18 〕一 ＿3）

1212 ア セ トフ ェ ノン 香料 ＿18）

1313 アセ トン 製造用 剤
　 1，23）一 十

u

1414 ア ニ スア ル デヒド 香料 　 2，18）一 ＿2〕

1515 α
一
アミル シンナ厶 ア ル デヒド 香 料 ＿18＞

1616DL 一
ア ラニ ン 調 味料 ほ か ＿a．23） ＿3）

171 フ 亜硫 酸ナ トリウ厶 （結 晶 ） 保 存料 ほか ＿1 ｝ ＿1 ｝

1718 亜 硫酸ナトリウム （無 水） 保存料ほ か ＿18）

1819L 一
ア ル ギニ ンL一グル タミン 酸塩 調味 料 ほか ＿4，26 ） ＿4）

1920 アル ギン 酸ナ トリウム 糊料 ＿2，10．24冫 ＿2）

2021 アル ギン 酸プ囗 ピレングリコ
ー

ル エ ステ

ル
糊料

　 2．19）一 ＿2 ｝

2122 安息香 酸 保存料
　 2、1η一 ＿2 〕

2223 安息香 酸ナ トリウ厶 保存料 　 1，25 ）一
十

1）

2324 ア ン トラニ ル 酸メチ ル 香料 ＿1帥

2425 ア ンモ ニ ァ 製造用 剤 ＿24）

2526 イオ ノン 香料 ＿26）

2728 イソオイゲ ノ
ー

ル 香料 ＿18）

2829 イソ 吉草酸 イソアミル 香料 　 3，18》｝ ＿3）

2930 イソ吉草酸エ チ ル 香料 ＿3「1帥 ＿3）

3031 イソチオシア ネート類 香料 ＿25） Ethy目 SOthiOCyanate

3132 イソチ オ シア ン 酸ア リル 香料 ＿18）

3233L 一
イソロ イシ ン 強化剤 　 3，21》一 ＿3）

33345
’一

イノシン酸 ニ ナ トリウム 調味料 ほ か 　 τ，23｝一 十
つ

3434 ．2 イマ ザ リル 防か び 剤 ＿26）

3535 イン ドール 及 び その 誘導体 香料 ＿25 ）

36365   ウ リジル 酸ニ ナ トリウム 調味料
　 1，23｝一

十
1）

3737 γ
一ウン デカラクトン 香 料

　 3「18）一 ＿3） ＿11 〕

3838 エ ス テ ル ガム ガ ム ベ ース ＿2） ＿2〕

3939 エ ス テ ル 類 香料

ア ントラニ ル 酸シ ンナミル 香料 （エ ステ ル 類〉＿2〕 ＿2）

カプリル 酸エ チ ル 香料 （エ ス テル 類 ）＿2） ＿2｝

カブ囗 ン酸ア リル 香料 （エ ステ ル 類）＿4） ＿4〕

カプロ ン酸エ チ ル 香料 （エ ステ ル 類 ）＿の ＿4〕

4040 エ チ ル バ ニ リン 香料
　 2，18）一 ＿P、2）

4141ED 丁Aカル シ ウム ニ ナトリウム 酸化 防止剤 ＿19）
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4242EDTA ニ ナ ト1丿ウム 酸化 防止剤 ＿19）

4444 エ リソ ル ビン酸 酸化 防止 剤 ＋
2），−

23 ｝ ＿2） ＿11）

4545 エ リソル ビン酸ナ トリウム 酸化 防止剤 ＿1、20） ＿1）

4646 エ ル ゴカル シ フェ ロ ー
ル 強化 剤

　 1，26）一 ＿1）

4747 塩化ア ン モ ニ ウ厶 膨張 剤
　 2．22）一

十
の ＿11）

4848 塩化力リウ厶 調味 料 ＿23〕

4949 塩化カル シ ウ厶 豆腐 用凝 固剤ほ
　 1，18 ）一 ＿1 ｝

5050 塩 化第二 鉄 強化剤　　　　　」 21 ） ＿4）

5151 塩 化マ グネシ ウ ム 豆 腐用 凝固剤 ほ 　一蝿 24 ） ＿4）

5252 塩 酸 製 造用 剤 ＿22 ）

5353 オイゲノ
ー

ル 香 料
　 2，20〕一

十
2） ＿11 〕

5455 オクタナ
ー

ル 香料 ＿20 ）

5556 オクタン酸エ チル 香料 ＿20 ）

5657QPP 　Na 防か び剤 ＿26）

5657 ．2OPP 防か び剤 　 1，16）一 ＿1♪

5758 オレ イン 酸ナ トリウム 被膜 剤 ＿2ω

5859 過酸 化水素 殺菌剤
　 1，22）一 十

D

5960
過酸化ベ ンゾイル （希 釈過酸 化ベ ンゾイ

ル ）
小 麦粉処 理剤 　 1．18）一 ＿1〕

6061 カゼインナトリウム 製造 用 剤 　 5，24 ）一 ＿5）

6162 過硫酸アンモ ニ ウム 小麦 粉 処理 剤
　 2，18）一 ＿2）

6263 カル ボキシ メチ ル セ ル 囗 一ズカル シウム 糊料 ＿4〕 ＿4）

6364 カル ボキシ メチル セル ロ
ーズナ トリウム 糊料

　 1，†9）一 ＿1 ）

6465 β
一カロ テン 着色 料ほ か

　 1、19｝一 ＿1 ）

かん すい 製造 用 剤 ＿2） ＿の ＿11 ）

6566 ギ酸イソア ミル 香料
　 3，22）一 ＿3）

6667 ギ酸 ゲラニ ル 香料 ＿2 

6768 ギ酸 シ トロ ネ リル 香料 ＿26＞

69　 　695
’一グア ニ ル 酸 ニ ナトリウム 調味料

　 3，23）一 ＿3）

7070 クエ ン 酸 （結 晶） 酸味料 ＿1〕 ＿1）

フ071 クエ ン 酸（無水 ） 酸味 料 ＿21 ）

7172 クエ ン 酸 イソプロ ピル 酸化 防止剤 ＿19）

7272 ．2 クエ ン 酸
一

カリウ ム 調味 料ほ か ＿23〕 ＿10） R ，c
−
assay 、＋

1°）

7272 ．2 クエ ン酸 三 カリウム 酸味料 ＿23 ｝

7373 クエ ン 酸 カル シ ウム 強化 剤 ほか
　 5，19）一 ＿P．5〕

7575 クエ ン酸鉄 強化 剤
　 4，21 ）一 ＿4｝

7676 クエ ン 酸 鉄アン モ ニ ウ厶 強 化 剤
　 4．21）一 ＿4）

7777 クエ ン 酸 三 ナ トリウム 酸 味料
　 1「23 ）一 ＿1 ）

7878 グリシン 調味料ほ か 」 25 ），〔−
3｝
〕

一3）
，〔−

3）
〕 結晶 品，〔粉 末品 〕

7979 グリセ リン 製 造用剤
　 2，25〕　 ＿2）

8080 グリセ リン脂 肪酸エ ス テ ル 乳 化剤 ＿1 ） ＿1 ）

8181 グリセ ロ リン 酸力ル シ ウム 強 化 剤
　 2，18）一 ＿2〕

8282 グリチ ル リチ ン 酸ニ ナ トリウ厶 甘 味料 ＿1）
十

D ＿11 ）

8384 グル コ ノデル タラクトン 酸味料
　 1．21 ）一 ＿1｝

8485 グル コ ン酸 （52．1％ w ／w 液） 酸味料
　 4．21）一 ＿4）

85　 　 85．2 グル コ ン酸力リウム 酸 味料 ＿10 ） 　 　 　 　 　 　 1  Rec−assay ：
一

86　　 86 グル コ ン酸 力ル シウ厶 強 化 剤
　 5．18）一 ＿5）

88　 　 87 グル コ ン 酸 第
一

鉄 強化剤 ほ か ＿25｝
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8988L 一
グル タミン酸 調味 料 ＿5，25 〕 ＿5）

go88 ．2L 一グル タミン酸力リウム 調 味料 ほ か ＿23）

9289L 一グル タミン酸ナ トリウ厶 調味料 ほ か ＿1．25 ） ＿1 ）

94go ケイ皮酸 香料 ＿20｝

9591 ケ イ皮酸 エ チ ル 香料 ＿2，2D＞ ＿2）

9692 ケイ皮酸 メチル 香料 ＿2D 〕

9894 ゲラニ オ
ー

ル 香料 ＿2．2ω ＿2〕

9995 高 度サラシ 粉 漂 白剤 ほ か ＋
3）
，−

26）
十

3） ＿4）

10096 コ ハ ク酸 酸 味料 ほか ＿1．21｝ ＿1）

10書 97 コ ハ ク酸一
ナ トリウム 調味料ほ か ＿25》

10298 コ ハ ク酸 ニ ナ トリウム 調味 料 ほか ＿1，25） ＿1〕

103100 コ レカル シ フェ ロ
ー

ル 強 化 剤 ＿3．26 ） ＿3〕

104101 コ ン ドロ イチン 硫酸ナ トリウ厶 保水 剤 ほ か ＿3、2D ｝ ＿3）

105102 酢酸イソア ミル 香料 ＿3，20 〕 ＿3｝

106103 酢酸エ チ ル 香料 ほ か ＿1、22）
十

の ＿11）

107104 酢 酸ゲラニ ル 香料 ＿20）

108105 酢 酸シク囗 ヘ キシ ル 香 料 ＿20）

で09106 酢 酸シトロ ネリル 香料 ＿20｝

110107 酢 酸シン ナミル 香 料 ＿2 

111108 酢 酸テル ピニ ル 香 料 ＿2  

112109 酢 酸ナ トリウム （結 晶 ） 酸 味 料ほ か ＿2｝ ＿2｝

112110 酢酸 ナトリウム （無水 ） 酸 味料 ほ か ＿24 ）

113111 酢酸ビニ ル 樹脂 ガム ベ ー
ス ほ か ＿3．20） ＿3）

114112 酢酸フ ェ ネ チル 香料 ＿2D

115113 酢酸ブチ ル 香料 ＿3，2 の ＿3〕

116114 酢酸ベ ンジ ル 香料 ＿4，21 ） ＿4）

117115 酢酸 1一メンチル 香料 ＿21）

118116 酢 酸リナ リル 香料 ＿21）

119117 サ ッカリン 甘味料 ＿2、20） ＿2｝

120118 サ ッカリンナ ト1丿ウム 甘味料 ＿1、17）
十

1〕

121120 サ リチル 酸メチ ル 香 料 ＿2．2り ＿2）

122121 酸化 マ グネ シウ厶 吸 着剤ほか ＿19）

123122 三 二 酸化 鉄 着 色料 　 4．6．25）一 ＿4〕 ＿10） Rec−assay ，
− 6〕

124124 次亜塩素 酸 ナトリウム 殺 菌剤 ほか ＋
9

厂

18｝
十

の ＿11〕

125125 次亜 硫酸 ナ トリウム 漂 白剤 ほ か ＿2．18｝ ＿2）

126126 シクロ ヘ キ シル プロ ピオ ン 酸ア リル 香料 ＿29

127127L 一
シス テイン塩酸 塩 酸化 防止 剤ほか 十

4・20）
十

4） ＿11）

1281285
’一

シチ ジル 酸ニ ナトリウム 調味料 ＿1．25｝
十

1）

129129 シ トラ
ー

ル 香料 　 3，4．20）一 ＿4．3）

130130 シ ト囗 ネ ラール 香 料 ＿2D ＿5） ＿1の

131131 シトロ ネロ ー
ル 香 料 ＿21）

1321321 ，8一シネオー
ル 香料 ＿21｝

133133
、ゆ
ソ フ ェ ニ

ー
ル 防 かび剤 ＿↑、16） ＿の

134134 ジ ブ チル ヒ ドロ キシ トル エ ン （BH 下） 酸 化防止剤 ＿1  ＿1）

135135 ジベ ン ゾイル チ アミン 強 化 剤
　 5，T8 》　 ＿5 ｝

136136 ジベ ンゾイ ル チ ア ミン 塩 酸塩 強化 剤 ＿1｝ ＿1〕

138138 脂 肪族高 級 アル コ
ー

ル 類 香料 ＿2 

141141 シ ュ ウ酸 製造 用剤
　 3．19》　 ＿3）

142142 臭素 酸カリウム 小麦粉処 理剤 ＋
1），− 18〕

十
1〕

十
1D
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143143DL 一酒 石酸 酸 味 料 ＿21｝

144144L 一酒石 酸 酸 味 料 　 2，21 ）一 ＿2〕 d一酒 石酸

146146L 一酒 石 酸水 素力1丿ウ 厶 膨 張 剤 　 2．25｝一 ＿2＞
d一酒 石酸水素力 リ

ウ厶

148148L 一酒石 酸ナ トリウム 調味料
　 1，25）一

十
D ＿11 ）

d一酒 石酸 ナトリウ

ム

149149 硝 酸カリウム 発酵調整剤ほ か
　 4．19）一 ＿4〕

150150 硝 酸ナ トリウム 発酵 調整剤 ほ か 　 1．19 ｝　 十
1）

151151 食 用 赤色 2号 着色 料
　 1，24）一

十
1）

152152 食 用 赤色3 号 着色料
　 1，24 ）一 十

1） ＿2）

153152 食用 赤色40 号 着 色料 ＿26》

154153 食用 赤色 102 号 着 色料
　 1．24｝一

十
1〕 ＿2》

155154 食用 赤色 104 号 着 色料 　 1．24 ＞一 ＿1｝

156155 食用 赤色 105 号 着 色 料
　 1「24 ）一 ＿1）

157156 食 用赤色106 号 着色 料 　 1，24 ）一 十
の ＿2〕

158157 食 用黄色 4号 着 色 料
　 1，24）一

十
1） ＿11）

159158 食 用黄色 5号 着色 料
　 1、24 〕一 十

1）

160159 食 用 緑色 3号 着色 料 〔
− 1）

〕，−
24）

〔−
1）
〕 ＿2） 〔高 純度 品 〕

161160 食 用青色 1号 着色 料 　 1．24 ＞一 十
1｝

162161 食用青色 2 号 着色 料
　 1．24）一 ＿Pj〕

163162 ショ糖脂 肪酸 エ ステ ル 乳化 剤
　 1，26）一 ＿1）

164163 シリコ
ー

ン 樹脂 消 ほ う剤 ＿2） ＿2）

165164 シ ンナミル ア ル コ
ー

ル 香料 ＿22 ＞

166165 シン ナ厶 ア ル デヒド 香料 ＋
3〕，−

2  
十

3） ＿1η

167165 ．2 水酸化 カリウム 製造 用剤 ＿23｝

168166 水酸化 力ル シウム 製造用剤ほ か
　 5、2 一 ＿5）

169167 水酸化 ナトリウム 製 造用剤 ＿22）

17↑ ↑69 ス テ ア ロ イル 乳酸力 ル シウム 乳 化 剤 ＿3） ＿3）

172170 ソ ル ビタン脂肪 酸 エ ステ ル 乳 化剤
　 丁，26）一 ＿1）

173171D 一
ソル ビトール 甘 味料ほ か

一1・17）
．〔−

1）
〕 一 ，〔−

1）
〕 〔D一ソル ビツ トWP 〕

174172 ソル ビン酸 保存料 　 2「22 ）　 ＿2〕

175173 ソル ビン酸 カリウム 保 存料 ＿1，17）
十

1〕

176174 炭酸ア ン モ ニ ウム 製 造用 剤ほ か ＿25）

177175 炭酸力 リウ 厶 （無 水 ） 製 造 用剤 ほ か
　 4，25）一 ＿4）

178176 炭酸力ル シウム 製 造用剤ほ か ＿18）

179177 炭酸水素アンモ ニ ウム 膨張剤ほ か 　 4、25 ＞一 ＿の

180178 炭酸水素ナ トリウム 膨 張剤 ほか
　 2．25）一 ＿2）

181179 炭酸 ナトリウム （結 晶 ） 製 造 用 剤 ＿3〕 ＿3）

181180 炭 酸ナ トリウム （無水 〉 製 造 用剤 ＿25｝

182181 炭 酸マ グネシウム 製造用剤
　 5，19）一 ＿5〕

183182 チアベ ンダゾ
ー

ル （TBZ ） 防か び剤 　 1，16）　 ＿P，1）

184183 チア ミン塩 酸塩 強化 剤
　 2，17）一 ＿2｝

185184 チア ミン 硝 酸塩 強化 剤
　 5，21）一 ＿5）

186185 チア ミン セ チ ル 硫酸塩 強化 剤 ＿1） ＿1）

188187
チア ミン ナフ タレン

ー1，5一ジス ル ホン 酸
塩

強化 剤 ＿2） ＿2）

189190 チ ア ミン ラウリル 硫 酸塩 強化 剤ほ か ＿2） ＿2）

192 で93L 一
テ アニ ン 調味 料ほ か 」 ．25｝ ＿4）

193194 デカナー
ル 香料

　 3．22｝一 ＿3）
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194195 デカノ
ー

ル 香料 ＿22 ）

195196 デ カン 酸 エ チル 香料 ＿22）

196197 鉄 クロ ロ フィ 1丿ン ナトリウ厶 着色料 ＿1〕 ＿の

削 除 198 デヒドロ 酢酸 保存料 　 2，22）一 ＿2）

197199 デヒドロ 酢酸ナ トリウム 保存料 　 1，1ア｝一
十

1）
十

11 ）

198200 テ ル ピネオー
ル 香料 ＿22 ｝

200202 デン プ ン グリコ
ー

ル 酸ナ トリウム 糊料 ＿3｝ ＿3｝

201203 デンプン リン 酸 エ ス テ ル ナトリウム 糊料 ＿3〕 ＿3〕

202204 銅塩 類 （グル コ ン酸銅） 強 化剤 ＿19）

202204 銅塩類 （硫 酸銅 ） 強 化 剤 ＿19）

203205 銅クロロフィリンナトリウム 着 色料 　 1，19）一 ＿1）

204206 銅 クロロ フ ィル 着色料 ＿1） ＿1）

205207dl 一
α
一
トコ フ ェ ロ ール 酸 化防止 剤

　 1，16｝一 ＿1｝

206208DL 一トリプトファン 強 化 剤ほ か 　 2，21 〕一 ＿2 ｝

207209L 一
トリプトファ ン 強 化 剤ほ か

　 2．21 ）一 ＿2〕

208210DL 一トレオ ニ ン 強化 剤ほ か ＿2．21） ＿2）

209211L 一
トレオ ニ ン 強化剤ほ か

　 2，21）一 ＿2）

210212 ナ トリウム メトキ シ ド 製造 用剤 ＿2 

211213 二 ⊇ チン 酸 強化 剤 ほ か
　 3，17｝一 ＿3） ＿T1 〕

212214 ニ コ チン 酸アミド 強化剤 ほ か 　 2，17〕　 ＿2〕

213215 二 酸化硫黄 保存料ほ か

214216 二 酸 化 塩素 小 麦粉処 理剤 〔十
4）
〕，（−

4〕
）

．
〔
− 4）

〕1（一
4）
）十

11） 〔液剤〕，（粉剤）

215217 二 酸 化ケ イ素 製 造用剤 ＿26 ｝

2で7219 二 酸化チタン 着色 料 ＿25）

218220 乳酸 酸 味 料 一3・24〕，〔−
3）
〕 一3〕，〔−

3｝
〕

ガラス 容器 入 り，
〔ポ リ容器 入 り〕

219221 乳 酸力ル シ ウ厶 強 化 剤 ＿↑91

220222 乳 酸鉄 強 化剤 一1°．24 ），＋
5）

十
5） ＿9）

221223 乳酸ナトリウ厶 酸味料ほ か 　 425 ）一
　　卩 ＿4）

222224 γ
一ノナラクトン 香 料 ＿22｝

223225 ノル ビキシン カリウム 着色料 ＿1〕 ＿1〕

224226 ノル ビキシン ナトリウム 着色 料 ＿1） ＿1）

225227 バ ニ リン 香料 　 2．22）一 ＿2）

226228 パ ラオキシ安息香 酸イソブチ ル 保存料 ＿1、22） ＿1）

227229 パ ラオキシ 安息香酸イソ プロピ ル 保存料 ＿1，22） ＿1〕

228230 パ ラオキシ安 息香 酸エ チ ル 保存料 ＿1，22＞
十

1）

229231 パ ラオキシ安息香酸ブチ ル 保 存料 　 】．1 一 ＿1）

230232 パ ラオキシ安 息香酸プロ ピル 保 存料 ＿22 ）

231233 パ ラメチル ア セトフェ ノン 香料 ＿2の

232234L 一バ リン 強 化剤 ほ か 　 3，24｝一 ＿3）

233235 パ ン トテ ン 酸 力ル シ ウ厶 強 化 剤 　 3．18〕｝ ＿3）

234236 パ ン トテ ン 酸ナトリウム 強 化 剤 　 5．1η冖 ＿5）

235237L 一
ヒス チジン 塩酸塩 強 化剤 ＿5｝ ＿5｝

237239 ビタミンA 強化剤 ＿26｝
Retinol

238240 ビタミンA脂肪 酸エ ス テル 強化剤 〔− 1）
〕 〔

− 1）
〕 〔」

1）
｝ 〔油性〕

239241 ヒドロ キシシ トロ ネ ラ
ー

ル 香料 ＿2帥

241243 ピペ ロナ
ー

ル 香料 十
22 ）

242244 ピペ ロニ ル ブ トオキシ ド 防 虫剤 　 1，25｝一 ＿†》
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表 1 指定添加物 （つ づ き）

食品 添加物 変異 原性試験新 番

号 No
名 称 用 途 Ames 試験

染色体

異 常試験
小核試 験

備 考

243245 氷 酢酸 酸味 料 ＿4，23〕 ＿の

244246 ピリドキ シン 塩酸塩 強 化剤 　 2「17）一 ＿2）

245247 ピ ロ 亜硫 酸力リウム 保存 料 ほか 　 1，18）一 ＿1）

246248 ピロ 亜 硫 酸ナ トリウ ム 保存 料 ほ か
　 3．25 ）一 ＿3）

247249 ピロ リン酸 四 力リウム 製造 用剤 ＿21）

248　 250 ピロ リン酸二 水素力ル シ ウ厶 強 化剤ほか ＿26）

249251 ピロ リン酸二 水索ニ ナ トリウム 製造用剤
　 4，26）一 ＿4）

250253 ピ ロ リン 酸 第二 鉄 強 化剤 ほか 　 4、17〕一 ＿4 〕

251255 ピロ リン 酸 四 ナトリウム （無水 ） 品質改 良剤 ほ か
　 5．21》一 ＿5〕

252256L 一
フ ェ ニ ル アラニ ン 強 化 剤 ほ か

　 2．2の一 ＿2〕

253257 フ ェ ニ ル 酢酸イソアミル 香 料 ＿22）

254258 フ ェ ニ ル 酢酸イソブチ ル 香料 ＿25 》

255259 フ ェ ニ ル 酢酸エ チル 香料 ＿2「22｝ ＿2＞

258262 ブチ ル ヒドロ キ シア ニ ソ
ー

ル （BHA ） 酸化 防止 剤
　 1「15｝一 ＿1｝ ＿3）

259263 フ マ ル 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　酸味料
　 4．23｝一 ＿の

260264 フ マ ル 酸
一

ナトリウム 　　　　　　　　酸味料 ＿5，25） ＿5）

261265 フ ル フラ
ー

ル 及びその 誘導体 香料 ＿23 ｝

262266 プ ロ ピオ ン 酸 香料ほ か ＿22 ｝

263267 プロ ピオン酸 イソア ミル 香料 　 3，22）一 ＿3）

264268 プ ロ ピ才ン 酸 エ チ ル 香料
　 3，22）　 ＿3）

265269 プロ ピオン酸力ル シ ウム 保存料
　 2，22）冖 ＿2）

266270 プ囗 ピオン 酸 ナトリウ厶 保存料 　 1，17）一 ＿1）

267271 プロ ピオ ン酸 ベ ンジル 香料 ＿22 ｝

268272 プロ ピレ ングリコ
ー

ル 品質保 持剤 ほ か 　 1，2ω一 十
1） ＿11 ）

269273 プロ ピレン グリコ
ー

ル 脂肪酸エ ス テル 乳化剤
　 2「2δ）一 ＿2）

270274 ヘ キ サン酸 香料 ＿18 ｝

271275 ヘ キ サ ン 酸ア リル 香料 ＿23｝

272276 ヘ キサ ン酸エ チル 香料 ＿23 冫

273277 ヘ プタン 酸エ チ ル 香料 ＿】8｝

2742781 一ペ リル ア ル デヒド 香料 　 3「25｝一
十

3＞ ＿11 ）

275279 ベ ン ジル ア ル コ ー
ル 香料 　 3．23｝一 ＿3｝ ＿11 ）

276280 ベ ン ズア ル デ ヒド 香料 ＿23）

279283 没 食子 酸 プロ ピル 酸 化防止 剤 一1）
，＋

19〕

十
1｝

280284 ポリア クリル 酸ナトリウ厶 糊料ほ か
　 2．19｝一 ＿2｝

281285 ポ リイソブチ レン ガ厶 ベ ー
ス ＿3） ＿3》

283287 ポ リブテン ガ厶ベ ー
ス

　 4．26｝一 ＿4〕

284288 ポ リリン酸力 リウム 製造用 剤 ＿26）

285289 ポ リリン酸ナ トリウム 製造用 剤 一‘．21）
，〔−

3〕
〕，一‘）

，〔−
3）
〕

〔トリポリリン 酸 ナト

リウム 〕

286290d 一ボル ネオー
ル 香料 ＿23）

287291 マ ル ト
ー

ル 香料 一4）
，＋

23 ）
十

4）
十

11 〕

288292D 一
マ ン ニ ト

ー
ル 粘着防止 剤ほ か

　 3．19｝一 ＿3）

289293 メタリン酸力1
丿ウム 製造 用剤 　 2．2D一 ＿2）

290294 メタリン酸ナ トリウ厶 製造 用剤
　 3．2D一 ＿3）

291295DL 一
メチオ ニ ン 強化 剤ほ か ＿24｝

292296L 一
メチ オニ ン 強化 剤 ＿24｝

293297N 一
メチル ア ン トラニ ル 酸メチ ル 香料 ＿23〕

294298 メチ ル セ ル 囗
一

ス 糊料ほ か 　 3，5、20）一 ＿3）

295299 メチ ル β一ナフチ ル ケトン 香料 ＿23）
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表 1 指 定 添 加物 〔つ づ き）

新番

号

食 品 添 加 物 変異原 性試験

No
名 称 用 途 Ames 試験

染 色 体

異 常試験
小 核試験

備 考

296300 メチ ル ヘ ス ペリジン 強 化剤 ＿3．18｝ ＿3） Vitamin　P

297301dl 一
メン ト

ー
ル 香 料 ＿1、26 ｝ ＿1｝

298302 トメン トール 香料 ＿4、23｝ ＿4｝

299303 モ ルホリン 脂肪 酸塩 被膜剤 ＿2） ＿2｝

300304 　葉酸 強 化剤 ＿5，17 〕 ＿5｝

301305 酪酸 香 料 ＿3，23） ＿3｝

302306 酪酸イソア ミル 香料 　 34 「23 ）一
　　卩 ＿3，4）

303307 酪酸 エ チ ル 香料 　 3、4，23）一 ＿3，4）

304308 酪酸 シクロ ヘ キシル 香料 ＿23｝

305309 酪酸ブチ ル 香＊斗 ＿23 》

307311L 一
リシン L一アス パ ラギン 酸塩 強 化剤ほ か ＿5） ＿5）

308312L 一
リシン 塩 酸塩 強化剤 ほ か ＿5．24） ＿5）

309313L 一リシン L一グル タミン酸 塩 強化 剤ほ か

310314 リナロ オ
ー

ル 香料 ＿3、23 ） ＿3〕

3123165
’−1

丿ボヌ クレオチ ドニ ナ トリウ ム 調味料 ＿3｝ ＿3 〕

313317 リボ フ ラビ ン 強化剤 ほ か 　 1，6，1ア〕一
十

1） ＿  R・ c −assay ；
− 6）

314318 リボフ ラビン酪酸 エ ステ ル 強化剤ほか ＿4，24） ＿4）

3153191 丿ボフ ラビン5
’一

リン 酸エ ス テル ナトリウ
ム

強化 剤ほ か 一3・24）
、＋

5） ＿3） ＿9）

316320 硫 酸 製造用剤 ＿22）

317321 硫酸アル ミニ ウム ア ン モ ニ ウム 膨 張剤 ほ か ＿20）

318323 硫 酸ア ル ミニ ウム カリウム 膨 張剤 ほか ＿3、20｝ ＿3〕

319325 硫 酸アン モ ニ ウム 製造用 剤 ＿24｝

320326 硫 酸カル シ ウ厶 豆 腐 用凝 固剤 ほ ＿19＞

321327 硫酸第
一

鉄 （乾 燥） 強 化剤 ほ か ＿3，25）
十

3） ＿11｝

322329 硫酸 ナ トリウム 製造 用剤 ＿24）

323330 硫酸 マ グネシウム 豆 腐用 凝固剤 ほ
一3．24 ｝

，〔丿 勹 一3）
．〔

3〕
〕 〔乾燥 〕

324331DL 一
リンゴ酸 酸味料 ＿2．23） ＿2〕

325332DL 一
リンゴ酸ナ トリウム 酸味料 ほ か ＿4．25｝ ＿4〕

326333 リン酸 酸味料 ＿24 ）

327334 リン 酸 三 カリウム 製造用 剤 ＿25｝

328335 リン酸三 力ル シ ウム 製造用 剤 ほ か ＿19冫

329336 リン酸 水素ニ ア ン モ ニ ウム 製造用 剤 ＿24 ）

330337 リン 酸 二 水素ア ン モニ ウム 製造用 剤 ＿5．24）
十

5｝ ＿9）

331338 リン酸水索二 力 リウム 製造用剤 ＿25）

332339 リン 酸 二 水素力リウム 製造用剤 ＿24）

333340 リン 酸
一

水素力 ル シウム 製造用剤 ＿5，18） ＿5）

334341 リン 酸二 水素 力ル シ ウム 製 造用剤 ＿3，20 ） ＿3）

335342 リン 酸水 素ニ ナ トリウ厶 （結 晶 ） 製 造用 剤 ＿3〕 ＿3）

335343 リン 酸水素ニ ナ トリウ厶 （無 水） 製 造用剤 ＿25 ）

336345 リン 酸二 水素 ナ トリウム （無 水） 製造用剤 ＿24）

3373461 丿ン 酸三 ナトリウム （結 晶） 製造用剤 ＿25）

結 果の 表 記 に関 して は デー
タシートの 作成 基準 及び要領 を参照
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表 2 既存添加 物 （天然 添 加 物 ）

食 品添 加物 変異原性試 験

No
名称 用途 Ames 試 験

染色 体

異常試験
小 核試験

備 考

4 ア カネ色素 着色料 十
6｝ ＿8） Rec−assay （液 体法）：

− 6｝

9 ア シラ
ーゼ 酵素 十

6） ＿わ ＿15｝ 　 　 　 　 　 　 6）Rec −assay ：
一

12L 一
アス パ ラギン 酸 強 化剤 ＿8） ＿帥

15N 一
ア セチ ル グル コサ ミン 甘 味料

… 一 Rec −assay ：
一

19 アナト
ー

色 素 着色料 ＿1、19 ） ＿9

22 α
一
アミラ

ーゼ 酵素 ＿6） ＿5） 　 　 　 　 　 　 6｝Rec−assay ：
一

23 β
一
ア ミラ

ーゼ 酵 素 ＿6》 Rec−assay 、 ＋
6｝

24 ア
ー

モ ン ドガム （セドウガム） 増 粘安 定剤 ＿6｝ 　 　 　 　 　 　 6）Rec −assay ：
一

26 ア ラビア ガ 厶 増粘安定剤 ＿9｝ ＿9〕 　 　 　 　 　 　 9）
Rec −assay ：

一

31 ア ル ギン 酸 増粘安定剤 一ゆ ，＋
9｝

十
9〕 ＿10） 　 　 　 　 　 　 9）Rec−assay ：

一

39 イタコ ン 酸 酸味 料 一 一 Reo−ass 己y ：
一

43 イヌリン型 ポリフラクタン 製造 用剤
一 一

48 ウコ ン色素 （クル クミン ） 着色 料 十
1）

58 エ ル ウィ＝ ア ミツエ ン シスガム 増粘安定剤 ＿14 〕 ＿14） 　 　 　 　 　 　 14｝Rec−assay ：
一

59 エ レミ樹脂 増粘安定剤 ＿14♪ ＿14） 　 　 　 　 　 　 14）Rec −assay ：
一

73． オ リゴ ガラクチ ュ ロ ン酸 製 造用剤 ＿29）
（一）

30）
（in　Vt

’
vo 　CA ）

75 γ
一オリザノール 酸 化防止 剤

一 一 Rec −assay ；
一

77 オ レン ジ 色素 着色料 一 十
一

加 〃ケ oMM ：
一

80 カオリン （白陶土） 製造用剤 ＿26｝

81 力力オ色素 着色料 ＋ 繊 一8・27）
十

1・2・8｝
一13

，（一）
28
 

十
6）

Rec−，，。 。y 、
− 8

丶＋
8｝

（加 〆四 CA）

83 カキ色素 着 色料 十
7） ＿10）

88 活性炭 製造用 斉ll ＿26）

91 カテキン 酸 化防 止 剤 十 十
一

加 砂〃oMM ： 十

92 カ
ー

ドラン 増粘安 定剤 ほ か 　 一 Rec −assay ：
一

加 顧〃 oMM ；
一

94 カフェ イン （抽 出物） 苦味料等 ＿6｝
十

1｝ Rec−、、say 、＋
6｝

95 カラギナン 増粘安定剤 ＿9） ＿9｝ 　 　 　 　 　 　 9）Rec −assay ：
一

98 カラシ 抽 出 物 製造 用剤 ＿29）

99 カラメル 1 製造 用剤 十
1）

103 カラヤガム 増粘安定剤 ＿8〕 一8） 　 　 　 　 　 　 8）
ReG −assay ：

一

104 カル ナウバ ロ ウ ガム ベース ＿8》 ＿8） 　 　 　 　 　 　 8）Ree−assay ：
一

104 カル ナウバ ワックス
一 カル ナ バ ロ ウ

106 カロブ色 素 着色 料 ＿6｝ ＿4） 　 　 　 　 　 　 6）Rec −assay 　l 一

107
カロブビーンガム （ロ

ー
カス ト

ビーンガム ）
増粘 安定剤 ＿9｝ ＿9） 　 　 　 　 　 　 9）Rec −assay ：

一

110 カンゾウ抽 出物 甘味料 ＿2｝
＋

2
丶〔−

7）
〕

＿9）
〔甘 草色 素 〕

111 カン ゾウ油性抽出物 酸化 防止剤 ｝ Rec−assay ：十

112 カンデ 1丿ラ ロ ウ ガム ベ ース ＿1  ＿10） 　 　 　 　 　 　 10）
Rec −assay ：

一

113 キサ ンタンガ厶 増粘 安定 剤 ＿9） ＿9） 　 　 　 　 　 　 9》
ReG −assay ：

一

115D 一キシ ロ ース 甘 味料
　 2．14．17）一 ＿2．14） 　 　 　 　 　 　 14）

Rec −assay ；
一

118 キチ ン 増粘安定剤
一 一 冖 加 顧〃 oMM ：

一

120 キ トサン 増粘安定剤 ほか 一 一 Rec−assay ：
一

123 魚鱗箔 着色料 一 一

124 キラヤ 抽出物 乳 化剤 一 一 Rec−assay ：
一

127 グァ
ーガ ム 増 粘安定 剤 ＿9｝ ＿9〕 　 　 　 　 　 　 9）

Rec −assay ：
一
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表 2 既 存添 加 物 （天然 添 加物 ）（つ づ き）

食 品 添加物 変異 原 性 試験

No
名 称 用途 Ames 試験

染 色体

異常 試験
小 核試験

備考

129 グア ヤ ク脂 酸 化防止 剤 ＿19）

130 グア ヤ ク樹脂 ガ ム ベ ース 一 一 Rec−assay ：
一

133 クサ ギ色素 着 色 料
一 一 一

134 クチナシ青 色素 着色料 十
6｝．−

2） ＿2》 　 13， 一 R 。 c −assay ；
」 〕

135 クチナシ赤 色素 着 色料 十
7） ＿13》

136 クチ ナシ黄 色素 着 色料 ＿6〕 ＿帥 ＿｝o〕 R・c
−
assay ・

− 6）

139 グッ タペ ル カ ガ 厶 ベ ース ＿15） ＿15） 一 Rec−assay ：
−15〕

144 グル コ アミラ
ーゼ 酵素 ＿6） ＿3） ＿6） 　 　 　 　 　 　 6｝Rec−assay ：

一

150 グル コ
ース イソメラ

ーゼ 酵素 十
12） ＿12）

R ・ 。
−assay ：

− 12｝

155 ク
ー

ロ
ー
色 素 着色料 十

一 一

156 クロ
ーブ抽出物 酸 化防止剤 一 一 一 Rec −assay ：十

158 クロ ロ フィル 着色 料 ＿6） ＿1》
Rec −assay ：

− 6）

160 くん 液 製造 用剤 ＋
5〕

厂

6・29 ｝ 一5），十
5｝ 一9

，（一）
3Q 〕 Re。

一
。 。 ，、 y 、

− 6）
，＋

6
）

（加 〃 レ oCA ）

161 ケイソウ土 （〔A1 〕，｛A2 ｝〉 製造 用剤 ＿19）

164 ゲン チア ナ抽出物 苦味料 等 十
12） ＿12 ） ＿13） 　 　 　 　 　 　 12）Rec−assay ：

一

166 コ ウジ酸 製造用 剤 十，十
29） ｝ 一1（ ＞

3  加 液 7℃ MM ：
一

（加 〃” CA）

167 香辛料抽 出物 苦味料 等

167−08 オ
ー

ル ス パ イス 苦味料 等 ＿7〕

167−09 オレガノ 苦味料 等 ＿6｝ ＿13） Rec−assay ：＋
5｝

167−15 カル ダモ ン 苦味料 等 ＿5〕 ＿罰2）
Re 。

−as 。 ay ： ＋
6）

167−18 キャラウェ
ー

苦味料 等 ＿12 ）
十

12） ＿15） R・c−assay ：＋
12）

67−20 クミン 苦味料 等 ＿6） ＿4 ） ＿帥 Rec−assay ：＋
6）

167 −22 クロ ーブ 苦味料等 ＿6〕 ＿4｝ ＿10〕 R 。 。
−as ，、y 、 ＋

6）

16フー25 コ シ ョウ（ペ ツパ ー油） 苦味料等 ＿6） ＿8〕
Rec −assay ； ＋

6）

167−27 コ リア ン ダー 苦味料 等 ＿6） ＿4〕 ＿B） Rec−assay ：＋
6｝

167−30 サ ボ 1
丿
一

（セ イボ 1丿
一

油 ） 苦味料 等 ＿10 〕
十

1  ＿13） R ・ c
−
assay ・ ＋

1D〕

167−3↑ サル ビア （セージ油） 苦味料等 ＿6｝ ＿4） ＿8）
Rec −assay ： ＋

6〕

167−32 サン ショウ 苦味 料 等 十
P β）

16アー33 シソ 苦味 料 等 ＿5〕 ＿4） ＿8）
Rec −assay ； ＋

6）

167−37 ショウガ 苦味 料 等 ＿6 〕 ＿3） ＿8｝ Rec−assay ： ＋
6）

167−38 ス ターア ニ ス 苦味 料等 ＿10 ｝
十

10 ） ＿15〕 Rec−assay ：＋
1°〕

スタ
ー

アニ ス 香料

167−40 セ イヨウワ サビ（マ スタード） 苦味料等 ＿6） ＿P．4〕 Rec−assay ； ＋
6〕

16743 タイム 苦味料等 ＿6♪ ＿4） ＿10） R・。
−

as ， 。y 、 ＋
6）

167−49 デイル 苦味料 等 ＿10）
十

10 ） ＿14｝ Rec−assay ：＋
笥゚ ）

167−50 トウガ ラシ 苦味料 等 一6｝
，〔−

2）
〕 〔

− 2）
〕 〔

− 1°）
〕

Rec −assay ；
− 6）

〔カプサ イシン 〕

167−51 ナツメグ 苦味料 等 ＿6） ＿4》 ＿10〕 R ， G
−

。 ss ，y 、 ＋
5｝

メ
ー

ス 油，Rec−assay ：十

67−55 ； ン ニ ク（ガーリッ ク油） 苦味料 等 ＿6） ＿P．3） ＿8） 　 　 　 　 　 　 6）
Rec −assay ：

一

167−56
“　、　“

ハ ソ ル 苦味料等
一

十
バ ジル 精油

Rec −assay ： 十

167−62 フ ェ ネグリ
ーク 苦 味料 等 〔＋

6｝
〕 ＿8〕 〔Rec −assay ：

− 6》
〕，〔フェネゲ

リ
ー
ク油 〕
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表 2 既存添加物 （天然添加 物）（つ づ き）

食 品添加 物 変異原 性試験

No
名称 用 途 Ames 試験

染色体

異 常試 験
小核 試験

備考

67−65 マ ジョラム 苦味料等 ＿15 ） ＿15 〕 Rec −assay 、 ＋
15 ）

167−71 ロ
ーズマ リ

ー 苦味料 等 ＿12 ） ＿12｝ Rec−ass 、 y 、 ＋
12｝

167−72 ロ
ー

レ ル 苦味料 等 ＿6〕 Re。
−
assay ：＋

6）

174 酵素処 理ル チ ン （抽 出物 ） 酸化 防止 剤 十 十
一 Rec−assay ：

一 ・

175 酵素処 理 レ シチ ン 乳化 剤
一 一 Rec−assay ：

一

176 酵素分 解力ン ゾウ 甘味料
一 一 Rec−assay ： 十

181 コ ウリャン 色素 着色 料 ＿5）
十

5） ＿9） Rec −assay （液体法）：
− 6）

182 コチニ
ー

ル 色素 着色料 十
1） ＿9｝

189 ゴマ 油 抽出物 酸 化防止 剤 一 　 Rec−assay ：十

194 コ メ ヌ カロ ウ ガ 厶 ベ ー
ス ＿10） ＿1  　 　 　 　 　 　 10）Rec −assay ：

一

195 サ イリウム シ
ー

ドガ厶 増粘安定剤
一 一 Rec−assay ：

一

198 サ バクヨモ ギ シ
ードガ厶 増粘安 定剤ほ か 一 一

199 酸性 白土 製 造用 剤 ＿19》

203 シア ナツ ト色 素 着 色料 ＿10冫 ＿10） 　 　 　 　 　 　 10〕Rec −assay ；
一

205 シェ ラツ ク 光 沢 剤ほ か ＿2） ＿2》 ＿13 》

207 ジ エ ラン ガム 増粘安 定剤 一 一 Rec −assay ：
一

209 シ クロ デキス トリン 製造用 剤 ＿2） ＿2〕 一

213 シソ抽 出物 （シソ色素 ） 製造用 剤
　 　 6｝一

　卩一 一，十
3〕 　 　 6）一

　コー 　 　 　 　 　 　 6）Rec −assay ：
一

214 シタン 色素 （サンダルウッドオイル） 着色料
一 　 ＿P、7｝｝

　1 一 ル7 協〃oMM ：
一

218 焼 成力ル シウム 強化 剤 ＿8） ＿8｝ 　 　 　 　 　 　 8）
Rec −assay ：

一

223 しらこたん 白抽 出物 保存料
　 14、2ア）一 ＿14〕

（一）
28 ）

　 　 　 　 　 　 14）
Rec −assay ：

一

（加 ゆ oCA ）

227 ス テ ビア 抽 出物 甘味料 （＋
1〕
），〔一り

〕 （50％ 品），〔85％ 品〕

230 ス ピル リナ色 素 着色 料 〔
− 6〕

〕厂

27） ＿7） 一，（一）
28） R巳 c

−
assay ：〔

− 6）
〕，〔スピルリ

ナ青 色素 〕，伽 レル oCA ＞

234 セイヨウワサ ビ抽 出物 製造 用剤
　 　 29｝一

　，　一 十
卩 一，（一）

3 
（加 〃 囮 CA）

239 セージ抽 出物 酸化 防止 剤
一 　 一 Rec−assay ：

一

244 セ ル ラーゼ 酵素 ＿2）
十

2） 　 12，15 ）一 　 　 　 　 　 　 6）
Rec −assay ：

一

251 ダイズ サ ポニ ン 乳 化 剤 一 十 ｝ ル7 囲〃 oMM ：
一

253 タウ マ チ ン 甘味 料 ＿6｝ ＿7） 　 　 　 　 　 　 6）Rec−assay ：
一

254 タウリン （抽 出物 ） 調 味料 ＿8｝ ＿8） 　 　 　 　 　 　 8）Rec−assay ：
一

256 タマ ネギ色素 着色料 十
一 　 加 囲〃 oMM ：

一

257 タマ リン ド色 素 着 色料
　 　 27）一「　

一 　 Rec −assay ： 十

加 匪ぴ oMM ：
一

258 タマ リン ドシ
ードガム 増粘 安 定剤 一 ＿7》 Rec−assay ：

一

259 タラガム 増 粘安 定剤 　 一 Rec−assay ；
一

260 タル ク 製 造用剤 ほ か
　 15，19）一

十
15） 一 　 　 　 　 　 　 15｝Rec −assay ：

一

264 タンニ ン （抽 出物 ） 製 造用剤 ＿8、29）
十

8）
（
一
）
30〕 タンニン酸 Rec 　assay ： 十

8）

（加 〃” GA）
．
265 ダンマ ル 樹脂 ガム ベー

ス ほ か 一 一

266 チ クル ガム ベ ース ＿15） ＿15｝ 一 　 　 　 　 　 　 15）Rec−assay ；
一

270 チャ抽 出物 製造用 剤ほ か ＋ 亀一29L 十
14｝ 一15

，（一）
3°L

　
R。 c

−
。、say 、＋

14）

（in　vivo 　CA）

274 ツヤ プリシ ン （抽出物 ） 保 存料
　 14）　 27）一 一　　卩 十

14｝ 一，（一＞
2B｝

ヒノキチオール，（in　vivo 　CA ）

R ，c
−
。、，、y 、 ＋

i4）

2755
’一
デア ミナ

ーゼ 酵素 ＿6〕 ＿5） 　 　 　 　 　 　 6）
Rec −assay ：

一
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表 2 既存添 加物 （天 然添 加 物）（っ づ き）

食 品 添 加 物 変異原 性試験
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名称 用途 Ames 試験

染色体

異 常試験
小 核試験

備考

281 デュ ナ リエ ラカロ テン 着色 料など 一 一 Rec−assay ；
一

286 トウガラシ色 素 着色 料 ＿帥 　 　 　 　 　 　 6）Rec−assay ：
一

289 トウモ ロコ シ 色素 （コ
ー

ン色 素） 着色 料 十
6） 　 　 　 　 　 　 6）

Rec−assay ：
一

291 トコ トリエ ノ ー
ル 酸化 防止剤 一 一

292d
一

α
一
トコ フ ェ ロ

ー
ル （抽 出 トコ

フ ェ ロ ー
ル ）

酸化 防止剤 ＿6） ＿ア） ＿10） 　 　 　 　 　 　 6）
Reo −assay ：

一

297 トラガン トガム 増粘 安定剤 ＿6） ＿蓐  　 　 　 　 　 　 6｝Rec −assay ：
一

305 トロ ロ アオイ 増粘安定剤 ＿6） ＿7） 　 　 　 　 　 　 6｝Rec −assay ；
一

308 納豆 菌ガム 増粘安定剤
一 一 ｝ 加 顧か oMM ：

一

312 ナリン ジナーゼ 酵素 ＿6） ＿フ） 　 　 　 　 　 　 6）
Rec −assay ：

一

313 ナ リン ジ ン 苦味 料等 ＿6｝ ＿  ＿15） 　 　 　 　 　 　 6）Rec△assay ：
一

314 ニ ガキ抽 出 物 苦味 料等 一 一 一

321 ニ ンジン カロテ ン （ニ ンジン 色 素 着 色 料 ＿10〕 ＿10｝ 　 　 　 　 　 　 10＞
Rec −assay ：

一

324 ノル ジヒドロ グア ヤレチ ツク酸 酸 化 防止剤 ＿22）

325 ばい 煎コ メヌカ抽出物 製 造 用剤 ｝ 一

330 パ パ イン 酵素 ＿6） ＿3） ＿6） 　 　 　 　 　 　 6＞Rec −assay ：
一

332 パー
厶 油力 ロテン 着 色料 ほか 十 十

一 Rec−assay ：
一

加 曜虧 oMM ： 十

341 微小繊 維セ ル ローズ 増 粘 安定剤 一 一 Rec−assay ：
一

344 ビー
トレッ ド 着 色料 十

2） ＿2｝ ＿9） 　 　 　 　 　 　 6）Rec−assay ；
一

350 氷核 菌細胞質 液 製 造 用 剤 一 一

353 ファ
ー

セレラン 増粘安 定剤 ＿9） ＿9） 　 　 　 　 　 　 9｝Rec−assay ：
一

355 プア フイア色素 着 色料 一 一 一

358 フィチン 酸 製 造用 剤 〔
− 2｝

〕 〔
− 2）

〕 ＿10） 〔50％水 溶液〕

361 フェ ル ラ酸 酸化防止 剤 ｝ 一

362 フ クロ ノリ抽 出物　　　　　　 増粘安定剤
　 一 一

365 ブドウ果皮色素 着 色料 ＋
6
 一

2｝
十

2） 　 13）　 6）一 一　　7

　 　 　 　 　 　 6）Rec−assay ：
一

373 プル ラン 増 粘安 定剤 ほか
　 　 6）一

　卩　　一
　 　 7）一，一 ＿10 ）

Rec−assay （液体 法）；
− 6）

374 プロ テ ア
ーゼ 酵素 ＿6｝ ＿5》 　 　 　 　 　 　 6｝

Rec −assay ：
一

383 ペ カンナッツ色 素 着色 料
一 ＿P 一

384 ヘ キサン 製造 用剤 ＿1，23） ＿P，D

385 ペ クチナ
ー

ゼ 酵素 ＿6〕 ＿5） ＿15 》 　 　 　 　 　 　 6）Rec−assay ：
一

386 ペ クチ ン 増粘 安定剤 ＿9） ＿9） 　 　 　 　 　 　 9）Rec −assay ；
一

387 ペ クチ ン 分解 物 保存 料 七
一27 ）

十 一．（一）
28） Rec −assay ；

一，　（加 レブ凶 フ

CA ），’力 廝 o 　MM ：
一

390 ヘ ス ペ リジン 強化 剤
一 　 一 Rec−assay ；

一

393 べ ニ コ ウジ黄 色素 着 色 料 一 Rec−assay ：
一

394 ベ ニ コ ウジ色 素 着 色 料 ＋
6）
，−

27｝ ＿1） 一13
，（一）

2帥 Re 。
−assay 、

− 6洗Re 。
−

assay ： 十，（加 ゆ o　CA）

396 ベ ニ バ ナ 赤色 素 着色 料 一 十 一 Rec−assay ：
一

397 べ ニ バ ナ 黄色 素 着 色 料
一6

破 ＋
6）
〕，

＿29｝
＿1） ＿14）

　 　 　 　 　 　 帥Rec−assay ；
一

〔粉末品 ｝

403 ヘ マ トコ ッカス 藻色素 着 色料 　 一 一

405 ヘ ム 鉄 強 化剤 　 Rec−assay ；
一

408 ベ ン トナイト 製 造用剤 ＿旧 〕

411 ホ コ ッ シ抽 出 物 製 造用剤 十 一
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表 2 既 存 添 加物 （天 然 添加 物 ）（つ づ き）
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名称 用途 Ames 試験

染 色体

異常 試験
小 核 試験

備考

414 没食子 酸 酸化防止 剤 一
十

7） Rec −assay ：十

418 ε
一ポリリシ ン 保存料

　 14．27 ｝一 ＿14｝ 一X− ）
28 ＞

　 　 　 　 　 　 丁4｝
Rec −assay ：

一

伽 卿 oCA ）

425 マ リ
ーゴー

ル ド色 素 着 色料 一 一 Rec −assay ：
一

加 〃亡ハoMM ：
一

428 未 焼成力ル シウ厶 強化剤 ＿8） ＿3） 　 　 　 　 　 　 8）
Rec −assay ：

一

429
ミカン種子 抽出物 （柑橘種 子抽

出物）
製造用 剤 ＿14） ＿14＞ 一 Rec−、，say ， ＋

14 》

429 ミカン種子 抽 出物 製造用 剤
一

431 ミツ ロ ウ ガ厶 ベ ー
ス ＿司0）

十
10） 　 13｝　 　 15）一 　　　， 　 　 　 　 　 　 1 Rec−assay ；

一

435 ム ラサキトウモ ロ コ シ色素 着色料 七
一27） 一 Rec −assay ；

一

442 モ ウソウチ ク乾留 物 製造用 剤 ＿29 ｝
（一）

3°〕 伽 ゆ σ CA ）

444 モウソウチ ク抽 出物 製 造用剤 　 　 29）一「一 一 一，（一）
3°）

伽 卿 oGA ）

452 モ リン 酸 化防止 剤 十 十
一

457 ユ ッカフォ
ー

厶 抽 出 物 乳 化剤 ほ か
　 　 29＞一，一

　 ＿3ω Rec −assay ： 十

（加 卿 oCA ）

459 ラカン力抽 出 物 甘 味料 ＿7） ＿14｝

462 ラッ ク色 素 着 色料 ＿27 ｝
＋

1）
，〔十

〇

〕 一9
，（一）

28 ） 〔ラッカィン酸・液〕

（加 〃レoCA ＞

463 ラノリン 光 沢剤 一 一 Rec −assay ：
一

加 区だmMM ：
一

466 卵 黄レシチ ン 乳 化剤 ＿26）

468 リゾチ
ーム 酵 素 ＿6〕 ＿3｝ 　 　 　 　 　 　 6｝Rec−assay ：

一

472 流 勳パ ラフィン 製造用剤 ＿26）

475 ル チ ン 酵 素分解 物 酸化 防止 剤 十
1・【り ＿11） ケルセチン

476 ル チン （抽 出物 ） 酸化 防止 剤 ＋
6
破 ＋

14）
〕 一11

≧〔＋
14 ＞

〕
　 9）．一 一 Rec−assay ：

− 6
礼〔

14）
〕

〔ルチン分解物 〕

480 レバ ン 増粘 安定剤
一 一 一

483 レン ネッ ト 酵素 ＿6） ＿7） 　 12．15）一 Rec −assay （液体法 ）：
− 6｝

487 ロシ ン ガ厶ベ ー
ス

一 一

488 ロ ーズマ リ
ー抽 出物 酸化 防止剤

　 12、14｝一 一12
丶＋

14） 一 　 　 　 　 　 　 12，14）Rec−assay ：
一

結 果 の 表記 に 関 して はデータシートの 作成 基準 及び 要領 を参照

1711 号 ）の 別添 2 お よび 別添 3 品 日リ ス トの 名称 を用 い

た，通 用 して い る別 名が あ る場合備考欄 に 記 した．用途

に 関 して は ， 代表 的 な もの を
一

つ だ け挙 げ，用 途が 複数

あ る もの につ い て は代表 的 な用 途 の 後 に 「ほ か 」を付 け

た．

　本資料 の 利 用 に 当た り，こ こ に 記 した試験 は 厚生 省研

究 費で 実 施 され た もの お よび 東京都立 衛生 研究所 で 独自

に 行わ れ た試 験 結 果の み を集め た もの で あ る こ と，変異

原性試験 は一
般 に化学物質 の 発 が ん 性 ， 遺伝毒性検索の

予備的な試験 と し て 行われ る もの で あ る こ と，相当数の

添 加 物 に お い て は 実 験 動物 を用 い た 長 期毒性試験な どが

実 施 さ れ，安 全 性 が 既 に 確 認 さk て い る もの が ある こ と，

さ ら に，使用実績 の 長 い 天 然添 加 物 に つ い て は規格 が 定

め られ て い る もの は未 だ 少な く，した が っ て現在 「行場 に

流通 して い る製品 と試験 に供 され た検体 の 化学的同
一

性

の 保証 は な い こ と ， な ど に留 意 され た い ．し たが っ て ，

い ずれか の 試験 で 陽性 に な っ て い る もの が あ っ て も ， そ

の こ とだ けで す ぐに 人体 に 悪影響 が で る，と短 絡的 に考

えない で 頂きた い ．最終的な評価 が 困難な場合 は追加の

試験 を行 うこ と が 必 要で あ る し，試験結果 の 内容を十分

検討する こ とに よ り心 配 す る よ うな もの で な い こ とが 判

明 す る場合 もあ る．生 体 内 で 陽性 結 果 を示 した物 質 を 中

心 に コ メ ン トした の で 参 照 して い ただ きた い ．

2．コ メ ン ト

　結 果表 の 中に 陽 性 を示 す添加物 が 散 見 され る が，in

vitro の み で 陽性，特 に in　 vitro 染色体 異 常試験 に お い

て 陽性で ，in　vivo 小核試験 に お い て 陰性 の もの に 関 して

は
， 生 体 に と っ て 問題 とな る ような 変異原性 は な い もの

と 考え られ る の で
，

コ メ ン トの 対象 と しなか っ た．ま た，

微 生 物 を 用 い る復帰 変 異 試験 に お け る 陽 性反応 は，in
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表 3 天 然 香料

食品 添 加 物 変 異原性 試験

名 称 用途 Ames 試 験
染色体

異 常試験
小核 試験

備考

ア ニ ス 香料
＿6〕 ＿4） ＿8）

Rec − assay （液体法）；
− 6｝

ア
ー

モ ン ド（ビタ
ー

ア
ーモ ン ド） 香料 ＿1ω

十
1  ＿12）

Rec −assay ：＋
1 

ア ル テミシ ア （ヨモ ギ） 香料 十
6〕

十
5〕 ＿9冫 Rec−assay ：

− 6）

イチ ゴ 香料 十
6） ＿5） ＿10）

Rec −assay ：
− 6）

イチ ジク 香料 ＿6） ＿5） Rec−assay ：
− 6）

エ ビ 香料
＿6） ＿5）

Rec −assay ：
− 6｝

オオム ギ（抽 出物） 香料 十
6｝ ＿5｝ ＿8〕

Rec −。 ， say 、
一 

オー
ル ス パ イス 香料 ＿6｝

十
11 ） ＿t1） Rec−a，s。y 、＋

6〕

オ レン ジ 香料
＿6｝ ＿3）

R ・ c −・ ・ say 、
− 6）

オ レン ジフ ラワ ー 香料 ＿12） ＿12） 一 Rec−assa ：＋
12｝

カカオ 香料
＿12） ＿12）

Rec −assay ：
− 12 ｝

カッ オブシ （カツオ抽出物 ） 香料 ｛＋
6｝
｝ 〔−

5）
〕 ＿15｝

Rec −assay ：【−
6）L〔カツオ油 〕仂ツオ油抽 出 物｝

ガラナ 香料
＿12） ＿12｝

R ・ c
−
assay ；＋

12〕

グレ
ープフ ル

ー
ツ 香料 ＿6） ＿4） ＿9〕 R・。

一
。 ， s。 y 、 ＋

6〕

ケ
ード 香料 十

6） ＿9〕 Rec −assay 、 ＋
6）

コ ウチヤ 香料 ＿15｝
十

15）
Rec −assay 　l ＋

15）

コ
ー

ヒ
ー

香料 十
6｝ ＿4〕 ＿6） Rec−assay ：＋

6）

コ
ーラ 香料 ＿6｝ ＿4） ＿14｝

Rec −assay ；
− 6｝

サ クラ （桜葉〉 香料 十
6〕 ＿5） R・。

一
。，say 、

一帥

サケカス 香料 ＿6） ＿3） ＿6〕 　 　 　 　 　 　 6）Rec −assay ：
一

シ トロ ネ ラ 香料 ＿6）
Rec −assay ；＋

6）

ジュ ニ パーベ リ
ー

香料 Rec −assay ；
一

シン ナモ ン 香料 ＿6｝ ＿4） ＿9｝
Rec −。 。 、 ay 、＋

6｝

ス ペ ア ミン ト 香料
＿5〕 ＿4，11｝ ＿8．11） Rec−ass 。y ：＋

6〕

セ ロ リー 香料 ＿12） ＿12｝ 一 Rec 　assay ： ＋
12）

タマ ゴ （卵黄 抽 出 物） 香料 十
6） ＿5｝

Rec −assay ：
− 6）

タマ ネギ 香料 ＿6） ＿4．11） ＿7，11＞
R 。 G

−
， 。 ，ay 、 ＋

6）

チ コ リ 香 料 十
15）

十
15〕 一 　 　 　 　 　 　 15｝Rec−assay ：

一

トン カ 香料
＿15） ＿15） 　 　 　 　 　 　 15｝Rec −assay ：

一

ニ ンジ ン 香 料 一

パ イナ ップル 香 料 十
5｝ ＿5） ＿12）

Rec −assay ：
− 5）

麦芽 香料 ＿11） ＿11）

ハ チ ミツ 香料 ＿6） ＿5） 　 　 　 　 　 　 6）Rec−assay ：
一

ハ ッ カ 香料
＿15〕 ＿15）

Rec −。，・，y 、 ＋
15｝

ハ ツ コウ ニ ュ ウ 香料 ＿6） 　 　 　 　 　 　 5）Rec−assay ：
一

バ ニ ラ 香料
＿6｝ ＿4）

Rec −a ・・ ay 、
− 6）

パ ル マ ロ ーザ 香料 ＿12） ＿12｝
R ・c

−
、 ssay 、＋

12）

ピーナ ッ ツ 香料 十
5） ＿5） ＿ヨ2） 　 　 　 　 　 　 6｝Rec−assay ：

一

フ ェ ン ネル 香料
＿6） ＿4｝ 　 　 　 　 　 　 6〕Rec −assay ：

一

ブドウ 香料 ＿15〕 ＿15） Rec−。 ss 。 y 、
− 15）

ペ パ ー
ミン ト 香料

＿ω ＿3）
R ・ 。

−
a，say ， ＋

6）

ベ ル ガモ ッ ト 香料 ＿15） ＿15〕
Rec −、 ， say 、 ＋

15｝

ボア ドロ ーズ 香料 ＿12） ＿12〕 ｝ R。c
−

、s，ay 、＋
ヨ2｝

ホツプ 香料
＿6） ＿3｝

R 。c
−

。、，、y 、
− 6）

ユ ーカ リ 香 料 Rec−assay 　l 十
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表 3 天然香料 （つ づ き）

食品添加 物 変異 原性 試験

名称 用 途 Ames 試験
染色体

異 常試験
小核試験

備考

ユ ズ 香料 十
6） ＿3） ＿6｝ 　 　 　 　 　 　 6｝

Rec −assay ；
一

ライム 香料 ＿6） ＿4｝ ＿9） Rec−assay 、＋
6）

リン ゴ 香料 ＿6） ＿4） 　 　 　 　 　 　 6）
Rec −assay ；

一

レモ ン 香料 ＿6） ＿3） 　 　 　 　 　 　 6）
Rec −assay ：

一

結 果の 表記に関 して はデ
ー

タシ
ー

トの 作 成基準及び要領を参照

表 4　一般 飲 食物添 加 物

食 品添 加物 変異 原 性試験

名称 用途 Ames 試験
染 色体

異常 試験
小 核 試験

備考

ア カキャ ベ ツ 色素 着 色料
＿7｝

ア マ チャ抽 出物 甘 味料
＿6 ） ＿12｝

Rerassay ：＋
6｝

果汁 着 色料

エ ル ダーベ リー果汁 着色料 十
11〕 一11），〔−

7）
〕 〔エ ル ダーベ リー類色 素〕

カゼ イン 製造 用剤 ＿9，24 ） ＿9｝ 　 　 　 　 　 　 9〕
Rec −assay ：

一

カン ゾウ末 甘味料 冖 Rec −assay ： 十

ス トロベ リー色 索 着色 料 Rec −assay ：
一

結果 の 表記 に 関して は データシートの 作成 基準 及び要領 を参照

vivo 小核試験 に よ っ て 充分 生 体 内 の 状 況 を評 価 し た と

は言 い 難 い が ，現時点 に お い て in　 vivo で遺伝 子 突 然 変

異 を的確 に 評 価す る 試験系 が 無 い ．したが っ て，勿 漉 o

の 試 験 系 と して 最 も良 くバ リデ ーシ ョ ン が 行 わ れ て お

り，
か っ

， 検出 感度が 高い と 考え られ て い る小 核試験 の

結果 を参考 に評 価せ ざ る を得 な い 。今後 ， トラ ン ス ジ ェ

ニ
ッ クマ ウ ス 等 を用 い る in　 vivo 試 験 系 が確 立 され た時

点 に お い て 再評価す る こ と も重 要 と考 え られ る．な お ，

in　 vitro の 試験系の 結果が 陽性 （特 に 複数 の 試験系 で 陽

性 ）で，か つ ，in　vivo の 試験が な さ れ て い ない 添加物 に

関 して は，今 後優先 的 に試 験 を行 い ，生 体 内で の 評 価を

進 め る必 要 が あろ う．以 下 に，in　vivo 小核 試 験 ま た は in

vivo 染色体異常試験 で 陽性 と な っ た もの に つ い て 変異

原性 に 関す る コ メ ン トを加える．なお，平成 7 年，8 年

に厚生 科学研究補助金 を用 い て ，林裕造北里 大学薬学部

客員教授を主任研究者 とす る研究班 が 平成 10年 4 月に

既 存 添 加 物 の 安 全 性 評 価 報 告 書 を出 して い る
31 ）．こ こ で

は，該当す る添 加 物 が あ る場合 に は その 報 告 書 を引 用 す

る，

　 力 力 オ 色素 ：細菌を用 い た復帰変異試験 で は，5mg ／

ml 以 上 の 高用 量 で 陽 性，弱陽性 と判断 された報告 が あ

る．ま た，ロ ッ トに よ っ て異 な る結果 が得 られ た との 報

告 もあ る．細菌を用い た DNA 修復試験 に お い て も ロ ッ

トに よ っ て 異な る 結果 が 得 られ，15mg ／disk とい う高

用 量 で 陽性結果 が 得 ら れ て い る．培養細胞 を用 い た 染色

体異常試験 に お い て も異 な る ロ ッ トにつ い て 試験 が 行わ

れ，比較的高用 量 （D2D値 が 0．7−1．83　mg ／mJ ）で 陽性 の 結

果が 得 られ て い る．マ ウ ス を用 い た小核 試 験 で は，統計

学的 に有意差 の あ る結果 が 得られ た が ，その 畠現頻度 は

非 常 に低 い （O．28％）もの で，異な るロ ッ トで は 陰性 の 結

果が 得 られ て い る．した が っ て，色素 と して用 い る用 量

範囲 に お い て ，生 体 内 で の 変 異 原性 は 問題 とな る よ うな

もの で は な い ．

　亜塩素酸 ナ トリウム ：細菌 を用 い た 復帰変異試 験 で は

TA 　100株を用 い ，代謝活性化系 の 存在下の み で 陽性 の

反 応 を示 して い るが，TA 　97お よび TA 　102株 を含 む そ

の 他 の 条 件 で は陰 性 で あ っ た．また，チ ャ イニ ーズ ハ ム

ス タ
ー

肺由来細胞 株 CHL ／IU を用 い る染色体 異 常試験

結果 は 陽性 で あっ た．マ ウ ス 骨髄 を用 い る小核試 験 に お

い て 腹腔 内に 投与 し た場合 に （15mg ／kg 以上 で ）陽性 を

示 した が ， 強 制 経 口投与で は 300mg ！kg まで 試験 可 能で

あ り ， 陰性 の 結 果 で あ っ た．亜 塩素酸ナ ト リウ ム に は対

象食品，使用濃度、E限 が 定 め られ て お り， か っ
， 最 終 食

品完成前 に 分解
・
除去の 使用制 限 が あ る こ とを考え合わ

せ る と，本品 の 染色体異常誘発性 は 生 体 に とっ て 問題 と

な る もの で は ない ．

　臭素酸カ リウ ム ：細 菌 を用 い た 復帰 変 異 試験，チ ャ イ

ニ ーズ ハ ム ス タ
ー

肺山来 細 胞 株 CHL ／IU を 用 い る 染色

体異常試験結果 お よび マ ウ ス 骨髄 を用 い る小核試験 に お

い て 陽性 に 結果 が 得 られ て い る．1990 年 に ラ ッ トで 発 が

ん性 が 認 め られ た た め，魚肉練 り製 品 に は使 用 禁止，パ

ン に は使 用 上 限 が 50 か ら 30ppm に 下 げ られ る と共 に，

最 終 食品 完 成 前 に 分 解・除 去 の 使 用 制 限 が も うけ られ た。

　 デ ヒ ドロ 酢酸ナ トリウム ：細菌 を用 い た復帰変異試験

は すべ て 陰性 で あ っ たが，チ ャ イニ
ーズ ハ ム ス タ

ー
肺由

来細 胞株 CHL ／IU を用 い る染色体異常試験結果 お よび
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」

マ ウ ス 骨 髄 を 用 い る小核試験 に お い て 陽性 に 結果 が 得 ら

れ て い る．本品 に 関 して も亜塩素酸ナ トリウ ム と同様腹

腔 内 に投与 した場合 に 弱 い 小核誘発性 が 認め られ るが，
強 制 経 口 投与 で は 致死量 で ある 2500mg ／kg まで 試 験 さ

れ て い る が 明 瞭な陽 性 反 応 が 認 め られ ず，用 量 反 応 性 も

無 い の で 陰 性 と判 定 され て い る．対 象 食 品 や 使用上 限濃

度 に 関 す る使用 基準 が 設け られ て い るこ と，経 口 的 に暴

露 し た 場合 に小 核誘発性 が 認 め られない こ とを考え合 わ

せ る と ， 本品 に 関 して も生体 に と っ て の 変異 原性は 問題

な い もの と考 えられ る．

　 二 酸化塩素 ：液剤 に お い て 細 菌 を用 い た 復 帰 変異試

験，TA 　100，代 謝 活 性 化 系 非 存在
．
ドに お い て の み 弱 い 陽

性 反 応 が観 察 され て い るが ，その 他 の 条件な らび に 粉剤

を用 い た場合 に は 復帰変異 コ ロ ニ ーの 誘発 は 認 め られ な

い ．チ ャ イ ニ ーズ ハ ム ス タ
ー
肺 由来 細 胞株 CHL ／IU を

用い る染色体異常試験 に お い て は粉剤 の み に 弱い 倍数体

誘発作用が 認 め られ る．また，マ ウ ス 骨髄 を用 い る 小 核

試験 に お い て も腹腔 内 投与 に よ り陽性結果が 得 られ て い

る，わ が 国 で 使 用 実 績が ほ とん ど ない こ と
， 小 麦 粉 改良

剤 で あ り加 熱 す る こ と に よ り消失す る こ と を考え る と ，

暴露量 は 非常 に 少な く，こ こ で認 め られ た反 応 も問題無

い もの と考えられ る．

　没食子酸プ ロ ピル ：細 菌 を用 い た復帰変異試験 で は

TAlO2 ，代謝 活 性 化 系存在下 に お い て 非 常に 弱 い 陽性 反

応が 認 め られ た が ，標準的な細 菌 を用 い ，500μg／plate

まで 処 理 した 試験 の 結果 は 陰 性で あ っ た．また ， チ ャ イ

ニ ーズ ハ ム ス タ
ー

肺由来細 胞 株 CHL ／IU を 用 い る染色

体異常試験 に お い て 陽 性 の 結 果が 得 られ て い る．しか し，

ラ ッ ト，マ ウ ス を用 い た 長期 毒性 ， 発 が ん性試験 に お い

て 有意な腫瘍誘 発 は 認 め られ て お らず，JECFA で 評価

され ADI が 設 定 さ れ て お り，生 体 に と っ て 問 題 な い も

の と考え られ る．しか し，さらな る安 全 性 確 保 の た め今

後，in　vivo に お け る 変 異 原 性 の 評 価 を検討す る こ とが 望

ま しい と考え る．

　 マ ル トール ：細 菌 を 用 い た 復帰 変異 試験 に お い て

TA 　97， 代謝 活 性化系非存在下 に おい て 統計学的 に 有意

とな る点 が一
ヵ 所 あ るが ，用 量依存性 も認 め られず，他

の 条件で は すべ て 陰 性 で あ っ た．しか し，チ ャ イ ＝ 一ズ

ハ ム ス タ
ー

肺由来 細 胞 株 CHL ／IU を用 い る染色体異常

試験結果 お よ び マ ウ ス 骨髄 を用 い る小核試験 に お い て 陽

性 （250mg ／kg 以上 ）の 結果 が 得 られて い る．本 品 の 用 途

は香 料 に限 られ て お り，小核試験 で 陽性 とな る よ うな 高

用 量 暴露 の 危険性 は 無 い もの と考 え られ る．ま た，天 然

に も多 く存在 し，天 然物 の 摂 取 量 が 合成 品 の それ を大 き

く．ヒ回 っ て い る．

3．あ と が き

　こ の デ
ー

タ集 の ま とめ 作業に支 持 と助 言を い た だ きま

した厚生省生活衛生 局 食品 化 学課 な らび に 実際の 試験 に

携わ っ て い た だ い た数多 くの 関係者 に 厚 く御礼を申 し上

げ ます．入 乎 した 資料 に 基づ い て まとめ 作業を行い ま し

た が ，今後 も本計画 に 基づ く試験 の 追加 データや チ ェ ッ

ク 漏れ の 資料 の データ を得 て 追補 ・改 訂 を行 っ て 参 りた

い と考 え て お ります．お気付 きの 点 が あ りま した らお知

らせ
一
ドさ い ．
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